
参考様式（第１０条関係） 

審 議 会 等 の 会 議 録 

会議の名称  平成２８年度第１回座間市市民協働推進会議 

開 催 日 時 
平成２８年４月２２日（金） 

 午後２時から午後４時００分まで 

開 催 場 所  ５－３会議室 

出 席 者 
久住剛、鈴野和重、小池秀司、横谷光男、山中勝久、大塚吉則、小野田

順子、遠藤春海 

事 務 局 
 市民部市民協働課 

（雨田市民活動係長、内田主査、黒沢主事、倉根主事） 

公開の可否  ■公開 □一部公開 □非公開  傍聴人数       ０人 

議 題 ⑴ 前回会議からの継続審議事項 

資料の名称 

・次第  

・（資料 No.１）座間市市民協働推進会議 委員名簿 

・（資料 No.２）検討事項レジュメ 

・（資料 No.３）庁内の協働状況に関するアンケート 

・（資料 No.４）今後のスケジュール 

会議の内容 

１ 開 会 

２ 委員委嘱 

３ 市長あいさつ 

４ 事務局職員紹介 

５ 議題 

⑴ 前回会議からの継続審議事項 

６ 閉 会 
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会議の内容 

（会議次第及び 

発言要旨等） 

◇議題 

⑴ 前回会議からの継続審議事項 

 事務局より、配布資料に基づき、前回会議からの継続審議の内容、庁

内の協働に関するアンケート（調査）素案、今後のスケジュールに関し

て説明がありました。 

 

○庁内の協働状況のアンケート（調査）に関して以下のような意見が出

されました。 

 

・今回の素案のようなラフな形のものでなく、語義も含めて説明を多く

付記した方が良いのではないか。 

・「相互提案型協働事業」「協働事業」「多様な協働」の枠組みをあらた

めて提示し、どれに当てはまるか理解しながら回答してほしい。 

・現状と意向をそれぞれ聞く形式としてほしい。アンケート（調査）を

素材として提供されて、私たちはこの会議で議論するという関係性だか

ら、このアンケート（調査）は市民協働課の名前で行ってほしい。 

・市の意欲が分かるような設問がほしい。 

・意欲を問うことに関し、個々の職員でなく所属へ投げかけるならば「協

働事業として展開する可能性のある事業はあるか」といった表現になる

のではないか。 

・市の様々なところで既に行われている事業で、市民協働推進条例に照

らし合わせれば協働となるものもある。既存の事業を協働と自覚しても

らう点も大事ではないか。 

・「市民と一緒におこなっているものはあるか」という網羅的に拾い上

げる設問を挙げ、挙がってきたものには協定の有無を、無い場合は協働

していきたいが課題があってできないものがあれば、その課題も回答で

きる形としてほしい。 

・いい先例を拾い上げたり作り上げたりできる方向を期待したい。 

 

議論の結果をまとめると、以下のような調査案となりました。 

 ①座間市市民協働推進条例において定めた枠組みである「相互提案型

協働事業」「協働事業」「多様な協働」の説明を含め、添え書きを多く載

せる形で理解を促してから、設問に入る。 

 ②最初に、市民と一緒に行っている事業はあるか問い、網羅的に拾い

上げる。 
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 ③挙がってきたものには協定の有無を問う。 

 ④ない所属にはなぜないのか課題を問う。 

 ⑤今後、協働していく意向があるものを問う。 

 

 

 

○市民説明会の内容検討については先送りとしました。 

 

○協働事業のルール作りに関して以下のような意見が出されました。 

・市民等が提案した内容を、第三者にも理解できる形に文章として一定

の形式に落とし込む必要がある。この事務を市民協働課が負いきれるの

か。 

・最初から難しい話を想定しては始められないのではないか。市民協働

課が処理できないような案件が出たならば、この会議で議論したらよ

い。相談を聴き、担当課と調整しつつ、できるものとできないものを捌

く案件が大部分で、市の上層部に判断を仰ぐようなケースは稀ではない

か。 

・協働の相談窓口を開くことは面白い試みである。上層部に諮るような

仕組みを検討する前に、始めてみて、個々の問題が起こればその都度議

論した方がよい。 

 

 議論の結果、以下のような制度案となりました。 

① 協働の「受付窓口」でなく「相談窓口」とし、設置は座間市民活動

サポートセンター（以下サポセン）内の方向で検討する。 

②サポセンが、「相互提案型協働事業」「協働事業」「多様な協働」の区

分を含め整理する。 

③整理した結果、協働できなそうな案件の「提案窓口」を市民協働課と

する。 

④サポセンと市民協働課が連携しつつ、庁内の他の課と調整する。 

 

また、上記の形をベースに検討後、まとめたものを再提示して欲しいと

の話がありました。 

 

○上記の窓口の話を進めるのであれば、現行の相互提案型協働事業の見

直しは行わないこととなりました。 
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○今後のスケジュールに関して以下のような意見が出されました。 

・相互提案型協働事業の募集に併せて、「相談窓口」の件を告知しては

どうか。 

・サポセンのガイドブックの発刊が控えているので、そこで「相談窓口」

の件を告知したい。その告知紙面をこの会議でも取り上げて議論した

い。 

・７月頃から定期的に、「相談窓口」を具体化する相談会のようなもの

の開催を検討して欲しい。 

・「相談会」といった形よりも、むしろ個別の相談に力を入れてほしい。 

・相互提案型協働事業の募集期間に併せて、「協働に関する市民相談会」

を数回開催してはどうか。この会議の委員もこれに携わってはどうか。 

 

以上で、会長は本日の議題を終了した旨を述べ、閉会を宣しました。 

 

 

 


